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二
十
一
年
前
の
『
ロ
シ
ア
記
事
』　

                        

志
水
　
通
男

　

平
成
二
十
六
年(
二
〇
一
四
年)

三
月
三
十
一
日
、
仕
事
中
の
私
の
携
帯
に
突
然
、
兵
庫
県
生

活
支
援
課
「
恩
給
援
護
班
」
の
方
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
父
は
二
年
前
の
平
成
二
十
四
年

(

二
〇
一
二
年)

五
月
十
四
日
に
九
十
一
歳
で
永
眠
し
、
母
は
一
ヵ
月
前
の
三
月
一
日
に
八
十
六

歳
で
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、て
っ
き
り
私
は
父
の
軍
人
恩
給
打
ち
切
り
の
話
だ
と
思
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
係
員
の
「
外
務
省
・
厚
生
労
働
省
を
通
じ
、
ロ
シ
ア
の
女
性
か
ら
『
六
十
八
年
前
に

お
父
様
か
ら
も
ら
っ
た
写
真
を
返
し
た
い
』
と
連
絡
が
あ
っ
た
」
と
の
説
明
に
、
私
は
ビ
ッ
ク
リ

仰
天
し
た
。
父
か
ら
極
寒
の
中
で
の
過
酷
な
強
制
労
働
と
食
糧
不
足
な
ど
悲
惨
な
シ
ベ
リ
ア
抑
留

生
活
で
辛
酸
を
舐
め
た
話
は
よ
く
聞
い
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
人
女
性
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
初
耳

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

後
日
、
厚
労
省
か
ら
父
が
引
揚
船
で
書
い
た
身
上
申
告
書
の
写
し
が
届
い
た
。
そ
の
記
録
を

た
ど
る
と
、
父
・
志
水
實
一
は
、
大
正
九
年(

一
九
二
〇
年)

十
一
月
八
日
兵
庫
県
宍
粟
郡
神
戸

村
の
農
家
で
七
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
地
元
の
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
十
九

歳
の
昭
和
十
四
年(

一
九
三
九
年)

十
二
月
十
日
に
志
願
兵
と
し
て
陸
軍
に
入
隊
し
、
八
ヵ
月
後

に
満
州
の
関
東
軍
へ
転
属
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
年(

一
九
四
五
年)

八
月
の
二
十
四
歳

の
曹
長
の
と
き
終
戦
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
ソ
連
西
部
タ
ン
ボ
フ
州
の
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
と
タ
ン

ボ
フ
で
二
年
間
の
抑
留
生
活
を
送
り
、
二
十
七
歳
直
前
の
昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
七
年)
十
月

二
十
八
日
に
引
揚
船
北
鮮
丸
で
京
都
府
の
舞
鶴
港
へ
帰
っ
て
き
て
い
る
。

　

兵
庫
県
庁
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
二
ヵ
月
後
の
六
月
三
日
に
、
ロ
シ
ア
か
ら
父
の
軍
服
姿
の
肖
像

写
真
が
六
十
八
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
。
肩
の
階
級
章
を
確
認
す
る
と
伍
長
な
の
で
二
十
一
歳
の

と
き
の
写
真
の
よ
う
だ
。
七
十
年
も
前
の
セ
ピ
ア
色
に
変
色
し
た
写
真
で
あ
る
が
、
軍
服
姿
の
父

は
と
て
も
凛
々
し
く
、
な
か
な
か
の
美
男
子
で
あ
っ
た
。
写
真
と
一
緒
に
封
筒
の
中
に
は
、
露
日

協
会
タ
ン
ボ
フ
支
部
長
フ
ェ
ド
ー
ト
フ
・
ヴ
ァ
チ
ェ
ス
ラ
ー
フ
氏
の
手
紙
と
『
ロ
シ
ア
記
事
』
の

コ
ピ
ー
一
枚
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

　

フ
ェ
ド
ー
ト
フ
支
部
長
の
手
紙
は
日
本
語
で
、

「
お
父
様
の
写
真
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
）
当
時
十
歳
だ
っ
た
女
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性
で
、
名
前
は
エ
ル
マ
コ
ー
ヴ
ァ
・
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
で
す
。
彼
女
は
、
お
父
様
と
そ
の
ほ
か
の
日

本
の
兵
隊
さ
ん
と
交
流
し
て
、
と
て
も
温
か
い
思
い
出
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
写
真
は
是
非
ご
親

族
に
渡
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
秋
に
タ
ン
ボ
フ
市
で
日
本
大
使
館
が
協
賛
の
第

四
回
日
本
映
画
祭
『
も
み
じ
』
を
開
催
す
る
の
で
来
賓
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
書
か
れ
、

映
画
祭
の
招
待
状
が
入
っ
て
い
た
。

　
『
ロ
シ
ア
記
事
』
に
は
不
鮮
明
な
軍
服
姿
の
肖
像
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

な
ん
の
説
明
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
記
事
も
馴
染
み
の
な
い
ロ
シ
ア
語
の
た
め
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ

ン
で
、
そ
れ
が
い
つ
書
か
れ
た
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
、
そ
の
と
き
は
全
く
分
か

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
知
人
に
和
訳
を
し
て
い
た
だ
き
作
成
年
月
な
ど
を
調
べ
て
も

ら
う
と
二
十
一
年
前
の
一
九
九
三
年（
平
成
五
年
）五
月
、タ
ン
ボ
フ
州
の
内
務
省
公
報「
ダ
ヴ
ェ
ー

リ
エ
（
信
頼
）」
二
十
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
記
事
で
、
筆
者
は
警
察
官
僚
の
ヴ
ァ
シ
ー

リ
ー
・
チ
ェ
ル
ヌ
ィ
シ
ョ
フ
氏
と
判
明
し
た
。
そ
し
て
州
都
タ
ン
ボ
フ
市
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
南

東
四
百
六
十
キ
ロ
に
位
置
し
、
人
口
三
十
万
（
終
戦
時
二
十
万
）
の
地
方
都
市
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
た
。

　

記
事
は
「
優
し
さ
の
記
憶
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

　
　

制
帽
の
星
を
見
る
と
、
読
者
の
中
に
は
こ
の
若
者
が
赤
軍
軍
人
で
あ
る
と
取
り
違
え
る
人
が

　
　

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
、
実
際
に
軍
人
で
あ
る
。
た
だ
日
本
軍
の
軍
人
で
あ
り
、
シ
ミ

　
　

ズ
・
ジ
ツ
イ
チ
と
い
う
名
前
で
あ
る
。
日
本
の
敗
戦
の
と
き
、
ほ
か
の
兵
士
や
将
校
達
の
様

　
　

に
彼
は
ロ
シ
ア
に
や
っ
て
き
た
。

と
の
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
お
り
、
シ
ミ
ズ
・
ジ
ツ
イ
チ
は
ま
さ
し
く
私
の
父
の
名
前
で
あ
っ
た
。

　

内
容
は
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
）
八
月
、
タ
ン
ボ
フ
市
で
捕
虜
と
し
て
道
路
工
事
を

し
て
い
た
私
の
父
ら
日
本
兵
六
人
と
十
歳
の
小
学
生
四
人
グ
ル
ー
プ
ら
と
の
交
流
を
、
四
十
七
年

後
の
一
九
九
三
年(

平
成
五
年)

に
内
務
省
警
察
官
僚
の
筆
者
が
同
僚
の
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
か
ら
聞

き
取
る
形
で
紹
介
し
て
い
た
。
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
の
そ
の
時
の
年
齢
は
五
十
七
歳
で
、
内
務
省
の
医

療
衛
生
部
人
事
担
当
官
で
あ
っ
た
。

（『
ロ
シ
ア
記
事
』
抜
粋
）

　
　

エ
ル
マ
コ
ー
ヴ
ァ
・
エ
ミ
リ
ヤ
氏
は
今
で
も
ず
っ
と
、
親
切
で
日
本
の
伝
統
に
の
っ
と
り
、

　
　

礼
儀
正
し
く
勤
勉
で
あ
っ
た
シ
ミ
ズ
氏
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
捕
虜
と

　
　

な
っ
て
い
る
彼
と
そ
の
仲
間
の
兵
隊
の
大
部
分
が
そ
の
よ
う
に
親
切
で
、
礼
儀
正
し
く
、
勤

　
　

勉
で
あ
っ
た
と
、
彼
女
は
思
っ
て
い
る
・
・
。
彼
ら
は
昼
、
休
憩
時
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
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家
の
中
庭
に
現
れ
、
一
時
間
の
休
憩
後
ど
こ
か
へ
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
間
、
い
つ
も
彼
ら

　
　

の
周
り
を
タ
ン
ボ
フ
の
少
年
少
女
達
が
取
り
囲
ん
で
い
た
・
・
。
子
供
達
は
両
親
達
と
同
様

　
　

に
、
日
本
人
に
対
し
て
な
ん
ら
憎
し
み
を
抱
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
同
情
さ

　
　

え
感
じ
て
い
た
。
飢
餓
の
時
代
で
配
給
制
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
砂
糖

　
　

の
ふ
り
か
か
っ
た
薄
切
り
の
パ
ン
な
ど
を
捕
虜
達
に
持
っ
て
行
っ
た
・
・
。
日
本
人
捕
虜
達

　
　

は
、
抑
圧
さ
れ
、
虐
げ
ら
れ
た
、
と
自
分
自
身
を
そ
う
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
信

　
　

を
持
ち
立
派
に
振
る
舞
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
周
り
の
人
た
ち
を
引
き
つ
け
た
・
・
。
シ

　
　

ミ
ズ
・
ジ
ツ
イ
チ
氏
が
日
本
に
帰
れ
た
と
信
じ
た
い
。
何
故
な
ら
彼
は
我
々
の
地
タ
ン
ボ
フ

　
　

で
い
つ
も
日
本
を
思
い
出
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

　

も
ち
ろ
ん
私
が
、
こ
の
二
十
一
年
前
に
書
か
れ
た
『
ロ
シ
ア
記
事
』
を
知
っ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
あ
る
。
終
戦
時
の
ソ
連
と
い
え
ば
、
今
ま
で
シ
ベ
リ
ア
で
の
悲
惨
な
抑
留
生
活
の
話
し
か

知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
当
時
抑
留
者
の
兵
隊
達
が
忌
み
嫌
っ
て
い
た
内
務
省
の
警
察
官
僚
が
、
日

本
兵
と
小
学
生
グ
ル
ー
プ
と
の
温
か
い
交
流
を
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
描
写
で
紹
介
し
て
い
る
『
ロ

シ
ア
記
事
』
に
と
て
も
新
鮮
な
感
動
を
受
け
た
。
そ
し
て
父
た
ち
日
本
兵
が
捕
虜
と
い
う
身
分
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
な
い
立
派
な
振
る
舞
い
が
多
く
の
人
々

の
心
を
引
き
付
け
た
こ
と
に
、
読
ん
で
い
て
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
筆
者
が
戦
勝
者

の
驕
り
も
な
く
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
語
っ
て
い
た
こ
と
に
特
に
感
銘
を
受
け
、
私
の
ロ
シ
ア
に

対
す
る
悪
し
き
偏
見
が
一
変
し
た
。
ま
た
、
過
去
ソ
連
で
悲
惨
な
抑
留
生
活
が
あ
っ
た
が
、
市
民

レ
ベ
ル
で
は
抑
留
者
た
ち
を
温
か
い
目
で
見
て
い
た
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
『
ロ
シ
ア

記
事
』
は
、
ソ
連
で
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（
政
治
改
革
）
が
始
ま
り
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

十
二
月
二
十
五
日
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
か
ら
一
年
半
後
の
記
事
で
あ
っ
た
の
で
、
内
務
省
の
警

察
官
僚
が
書
い
た
記
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
較
的
自
由
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
っ
た
。

　

私
は
、
こ
の
二
十
一
年
前
の
『
ロ
シ
ア
記
事
』
を
読
ん
で
、
ロ
シ
ア
へ
の
興
味
が
急
に
湧
き
上

が
り
、
当
初
迷
っ
て
い
た
タ
ン
ボ
フ
行
き
を
決
め
た
。

　

そ
し
て
私
は
、九
月
二
日
に
モ
ス
ク
ワ
へ
飛
び
、四
日
の
タ
ン
ボ
フ
市
第
四
回
日
本
映
画
祭
「
も

み
じ
」
に
参
加
し
た
。
映
画
会
場
の
歴
史
博
物
館
前
に
は
、
父
の
写
真
を
大
き
く
引
き
伸
ば
し
て

貼
り
付
け
た
、
高
さ
一
・
七
メ
ー
ト
ル
も
の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
写
真
は
、

父
の
肖
像
写
真
と
私
が
事
前
に
露
日
協
会
の
フ
ェ
ド
ー
ト
フ
支
部
長
へ
メ
ー
ル
で
送
っ
て
い
た
両

親
の
写
真
な
ど
で
あ
っ
た
。
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映
画
上
映
前
に
会
場
ロ
ビ
ー
で
、
七
十
八
歳
に
な
っ
た
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
と
六
十
四
歳
の
私
と
の

出
会
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
映
画
祭
に
参
加
し
て
い
た
日
本
大
使
館
員
の
通

訳
で
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
か
ら
『
ロ
シ
ア
記
事
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
伺
っ
た
。
彼
女
が
私
の
父
と

交
流
し
た
の
は
、
父
が
過
酷
な
森
林
伐
採
で
一
年
間
過
ご
し
た
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
か
ら
南
八
十
キ

ロ
の
タ
ン
ボ
フ
へ
来
た
直
後
の
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年)

八
月
初
旬
か
ら
、
わ
ず
か
二
週

間
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
見
た
日
本
兵
の
印
象
は
、
親
切
で
、
礼
儀
正
し
く
、
勤
勉
な
兵
隊
さ

ん
で
あ
っ
た
。
出
会
う
の
は
昼
休
み
の
一
時
間
だ
け
で
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
片
言
の
英
語
と
ロ
シ

ア
語
で
交
流
を
深
め
た
。
父
達
が
別
の
現
場
へ
行
く
た
め
別
れ
る
と
き
に
、
当
時
十
歳
の
エ
ミ
リ

ヤ
さ
ん
は
、
二
十
五
歳
の
父
か
ら
肖
像
写
真
な
ど
を
記
念
と
し
て
も
ら
い
、
以
後
六
十
八
年
間
、

彼
女
は
父
の
写
真
を
大
事
に
保
管
し
て
く
れ
て
い
た
。
歳
月
が
流
れ
、
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
は
数
年
前

か
ら
写
真
を
返
し
た
い
と
い
う
想
い
に
か
ら
れ
て
父
を
探
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

今
回
、
フ
ェ
ド
ー
ト
フ
支
部
長
の
御
尽
力
で
や
っ
と
念
願
が
か
な
い
、
ま
た
、
シ
ミ
ズ
・
ジ
ツ

イ
チ
の
長
男
の
私
と
も
出
会
い
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。
彼
女
は
私
に
と
て

も
親
し
み
を
覚
え
た
よ
う
で
、
映
画
を
一
緒
に
観
た
と
き
ず
っ
と
手
を
握
っ
て
い
て
く
れ
た
。　

　

映
画
は
五
十
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
の
下
町
を
描
い
た
「alw
ays

三
丁
目
の
夕

日　

」
で
、
ロ
シ
ア
語
字
幕
の
上
映
で
笑
い
声
も
聞
こ
え
観
客
の
反
応
が
良
か
っ
た
こ
と
も
嬉
し

か
っ
た
。

　

私
は
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
に
、
気
に
な
っ
て
い
た
『
ロ
シ
ア
記
事
』
の
筆
者
に
会
い
た
い
旨
お
願
い

し
て
み
た
が
、
筆
者
は
既
に
他
界
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
彼
女
の
御
主
人
も
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
。

　

後
で
調
べ
た
ら
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
の
ロ
シ
ア
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
五
十
九
歳
、
女
性

七
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
男
性
の
平
均
寿
命
が
極
端
に
短
い
の
は
、
ウ
オ
ッ
カ
の
暴
飲
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
た
が
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
変
革
で
き
つ
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
晒
さ
れ
続
け
た
の
も
そ
の

一
因
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
の
温
か
な
一
途
な
想
い
か
ら
六
十
八
年
前
の
父
の
肖
像
写
真
が
戻
り
、
私
は
思

い
が
け
な
く
ロ
シ
ア
へ
行
き
大
歓
迎
を
受
け
地
元
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て

今
回
、
ロ
シ
ア
人
向
け
に
書
か
れ
た
二
十
一
年
前
の
『
ロ
シ
ア
記
事
』
で
終
戦
時
の
隠
れ
た
歴
史

の
一
幕
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
遠
い
存
在
だ
っ
た
ロ
シ
ア
に
私
は
と
て
も
親
近
感
を
覚

え
た
。
亡
き
父
が
導
い
た
折
角
の
縁
な
の
で
、
微
力
な
が
ら
ロ
シ
ア
と
の
友
好
の
懸
け
橋
に
な
る

こ
と
が
私
の
今
後
の
務
め
だ
と
思
っ
た
。　
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帰
国
後
、
自
宅
近
く
の
神
戸
市
外
国
語
大
学
ロ
シ
ア
語
学
科
の
学
生
に
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

依
頼
し
て
、
現
在
、
エ
ミ
リ
ヤ
さ
ん
や
フ
ェ
ド
ー
ト
フ
支
部
長
な
ど
と
手
紙
と
メ
ー
ル
で
交
流
を

深
め
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
度
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
入
賞
（
奨
励
賞
）
作
品

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

氏
名
　
　
　
　
　
志
水
通
男
（
シ
ミ
ズ
ミ
チ
オ
）

生
年
月
日
　
　
　
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
四
月
二
十
四
日
生

職
業
・
経
歴
　
　
会
社
員

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
三
月
定
年
退
職

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
自
宅
近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
管
理
会
社
で

　
　
　
　
　
　
　
嘱
託
勤
務
　


